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に、まず反ユダヤ主義と闘いショア―を生き延びたユダヤ人社会を例にとって検証してみよう。第二次世界大戦終結後、ユダヤ人シオニストのグループは、ナチスの絶滅計画に対抗するには、自衛のための積極的な武装活動が必要であったとし、とりわけワルシャワゲットー レジスタンス闘士が称賛された。イスラエルでは、国家建設の礎となるパレスチナ生まれ ユダヤ人が理想とされたのに対して、ヨーロッパの強制収容所からの生還者は、「せっけん」という俗語で呼ばれ、ショア―に受動的にし 対応できなかったことが暗に批判されて た。だが実際に銃を手にしたレジスタンス闘士がほんの少数であったことを考えれば、そのような神話は、ナチ 支配下におかれたユダヤ人共同体の実態をみえなくしてしまう。ユダヤ人評議会は ドイツ官僚機構の延長」でもあったのだ。
（２）
大著『ヨーロッパユダヤ人の絶滅』を上梓したラウル
・ヒルバーグは、 ドイツ人はユダヤ人 協力なし ユダヤ人絶滅政策を遂行できなか と結論 た。この後大論争を巻き起こすことになるヒルバーグの主張は、「神、王、法律、契約を信頼するユダヤ人の伝統」や「最終的に、経済的に利用価値のある者を遂行者が破壊するはあるまいというユダヤ人の計算」を考慮する と はじまっていた。なぜなら「このユダヤ人の戦略こそは、協調を強要し 抵抗を排除したもので った」からである。
（３）
ナチスによってヨーロッパ各地に設




































































損なって廃人に りかけ、もはや性的な商品として使えなくなってたマユであった。さらにマユは、ヤンバルの森を目指してカツヤと逃走中に、立ち寄ったマクドナルドで、アメリカ人 若い夫婦の少女をさらい、車のなかで殺害しよ とする。車を運転するカツヤに向かっ 「さっさと出せよ クズ」と「低く強い声」で発した。 ツヤには「初めてマユの本当の声を聞いたような気がし 」という。彼女を貶めるために、彼女を取り巻く男性が使 いた「クズ」という言葉 、 女がじめて投げ返したのである。これまで暴力をふるわれ続けていたマユが、はじめて報復という主体的な行動に出 瞬間であった。
 
しかし、自分に直接的な暴力をふるう比嘉に対する報復と、自分とは
















































じられるのは、ドストエフスキー 『悪霊』である。『悪霊』第二部第一章５には、スタヴローギンとキリ ロフによって衝撃的 内容の対話がおこなわ 。人こそが神であるという《人神思想》を抱くキリーロフは、「人間が不幸なのは、自分が幸福であ ことを知らないから、












































性の欲望を無意識に投影させたふるまいをみせる。殺人を実行したのはマユだが、殺意の衝動 彼女に植えつけたのは、彼女を取り巻く男性たちである。この作品を読むに際して、性暴力の被害者であるマユが殺人を犯してもやむを得ないと済ませてしまうようであれば、この小説の倫理的な破綻を意味する。なぜなら一人の女性に罪をかぶせるやり方こそ、男性集団によ ジェンダー支配の奸智にほかならないからである。《依存》と《隷属》 社会構造 と えなければ、マイノリティ社会が抱える矛盾はみえてこないのである。
 
「虹の鳥」 では、 米兵少女暴行事件に重ね合わせられるように、 マユ、





学費や生活費はすべ 自分で賄って九州の短大を卒業した。結婚して子どももいるが、教員にな 夢はあきらめていない。米兵少女暴行事件を知った久代が、米兵も悪いが夜に小学生を一人で外出させる親も悪いというと、「そんな言い方はな でしょう。悪い はアメリカ さ相手は子どもだよ。被害者に落ち度があ みた ない 方をす のおかしいさ」と反論する。基地のおかげで経済が潤 ると いえ







 「だからといって、何をされても黙っているのは、もっとおかしいさ」という。彼女は「カツヤ、世の中は変わるよ、自分の力で生きなさ よ。あんたならできるさ」と励ます。松木新氏は「虹の鳥」書評を執筆して、「基地地主二万九千人、年間の地代八百億円という沖縄 現実を考えると、「自分の力で生 な いよ」という言葉の重みは計り知れない」と評価していた。
（１４）
しかし再び銘苅氏によれば、目取真がその書評を読





 『カラマーゾフの兄弟』の三男アリーシャが純粋無垢な存在であったように、仁美も兄姉のなかでは、最も優れた倫理観を持った人物であった。彼女に米兵にレイプされ 過去があったことを加筆するこ は、決して彼女の価値を下げるものではなく、沖縄ではどの女性も苛酷な現実と無縁には生きられないということを強調す ためであっ の はないか。絶望的な現実に抗いながら、それ もなお自立して生きることの大切さを仁美の生 伝えているのである。
 
  注
 
（１）奥野修司「「虹の鳥」目取真俊―暴力と憎しみで沖縄の現実を描く （ 文
学界」第六〇巻第九号、二〇〇六年九月、二四三頁）には、「沖縄は基地という暴力で蹂躙され、少女のようにいつレイプされるともしれない予感―。それゆえにカツヤと比嘉 関係が、沖縄とアメリカ（日本政府）の関係のメタファーとして映る」という指摘 ある。
 
（２）ラウル・ヒルバーグ『記憶―ホロコーストの真実を求めて』（一九九八年
一一月、柏書房、一四五頁）
 
（３）同右。
 
（４）同右、一七六頁。
 
（５）ハンナ・アーレント「起こっていないユダヤ戦争」（『反ユダヤ主義
 
ユ
ダヤ論集１』、山田正行他訳 二〇一三年九月、みすず書房、二三八頁）
 
（６）ハンナ・アーレント「パーリアとしてのユダヤ人」 （『アイヒマン論争
 
ユ
ダヤ論集２』、齋藤純一他訳、みすず書房、二〇一三年九月、六六頁）
 
（７）同右、六七頁。
 
（８）谷口基「不可視の暴力を撃つために―目取真俊「虹の鳥」論 （「立教大
学日本文学」第九七号、二〇〇六年一二月、一八九頁）
 
（９）佐藤泉「一九九五―二〇〇四の地層
 
目取真俊「虹の鳥」論」（新城郁夫
編『攪乱する島
 
ジェンダー的視点』、二〇〇八年九月、社会評論社、一
六八、一七三頁）
 
（
10）椎名麟三「ドストエフスキーと私」（「信徒の友」第二三四号、一九六六年七月）、引用は『椎名麟三全集』第二〇巻（一九七七年四月、冬樹社、八一頁）
 
（
11）椎名麟三「悪霊」 （「月刊キリ ト」第一八巻第六号、一九六六年六月）、引用は同右書、一三七頁。
 
（
12）同右。
 
（
13）銘苅純一「目取真俊 虹の鳥」の異同」（「人間生活文化研究」第二二号、二〇一二年一〇月、一〇九頁）
 
（
14）松木新「「虹の鳥」のことなど」（ 民主文学」第四七三号、二〇〇五年三月、一六四頁）
 
（
15）前掲（
13）、一一二頁。
 
 付
記
 
『虹の鳥』の本文は、単行本版（二〇〇六年六月、影書房）、『悪霊』
の本文は新潮文庫版（江川卓訳）に拠っている。
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やすみつ、三重大学人文学部教授
) 
 
− 34 −
《依存》と《隷属》の社会―目取真俊「虹の鳥」論
− 35 −
（
14）
（
15）
